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「
漢
文
」
に
対
す
る
高
等
学
校
と
大
学
の
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め
に

ー
高
大
接
続
へ

の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
ー

m
高
等
学
校
国
語
科
「
漢
文
」
と
大
学
の

「中
国
古
典
文
学
」

日
本
に
お
け
る
「
漢
文
」
と
は
何
か
を
端
的
に
言
え
ば
、
古
典
中
国
語

の
文
語
文
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
古
代
中
国
語
の
書
き
言
葉
を
用
い

た
文
章
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
漢
文
」
は
外
国
語
で
書
か

れ
た
文
章
な
の
だ
が
、
高
等
学
校
ま
で
の

「漢
文
」
で
は
、
原
文
を
訓
読

と
い
う
方
法
を
用
い
て
訓
点
（
句
読
点
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
の
総
称
）

を
施
し
た
「
訓
読
文
」
を
主
と
し
て
扱
う
。
こ
れ
は
日
本
語
の
範
疇
で
あ

る
た
め
、
「
国
語
科
」
の
古
典
分
野
で
学
習
し
て
い
る
。
現
行
「
高
等
学

校
学
習
指
導
要
領
国
語
」
（
平
成
21
年
公
示
）
に
も
、

「古
典
の
教
材
に

つ
い
て
は
、
表
記
を
工
夫
し
、
注
釈
、
傍
注
、
解
説
、
現
代
語
訳
な
ど
を

適
切
に
用
い
、
特
に
漢
文
に
つ
い
て
は
訓
点
を
付
け
、
必
要
に
応
じ
て
KII

き
下
し
文
を
用
い
る
な
ど
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
」
I

と
明

示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高
等
学
校
ま
で
は
原
則
と
し
て
白
文
は
扱
わ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
で
教
授
さ
れ
る
中
国
古
典
で
は
、
大
半
が
訓
点
の
な
い
漢

文
の
原
資
料
（
白
文
）
を
扱
い
、
必
要
に
応
じ
て

「漢
文
訓
読
」
、
あ
る

い
は
外
国
語
の
文
学
と
い
う
意
識
を
強
め
た

「
中
国
語
直
読
」
、
ま
た
は

そ
の
両
方
を
用
い
て
白
文
を
読
み
解
い
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
高
等
学
校
と
大
学
の
違
い
は
、
近
年
、
大
学
側
に
も
浸
透

し
つ
つ
あ
り
、
「
漢
文
学
」
や
「
訓
読
学
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
講
義

を
設
定
し
て
両
者
の
接
続
を
固
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
武
蔵
野
大
学
（
以

下
、
「
本
学
」
と
す
る
）
日
本
文
学
日
本
文
化
学
科
の

1
年
次
必
修
科
目

「漢
文
学
」
を
担
当
す
る
に
当
た
り
、
主
た
る
目
標
を
高
校
ま
で
の
「
漢
文
」

の
内
容
を
再
確
認
し
な
が
ら
大
学
の
中
国
古
典
へ
と
繋
げ
る
こ
と
に
設
定

し
た
。
具
体
的
に
は
、
漢
文
の
構
造
を
把
握
し
て
白
文
を
何
と
か
読
み
解

く
た
め
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
だ
と
考
え
「
復
文
」
2

を
実
践
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
証
し
た
い
。

②
学
生
の
「
漠
文
」
に
対
す
る
意
識
と
経
験
値

H
中
共
通
漢
文
教
材
の
分
析
と
そ
の
可
能
性

林

教

子
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2
 0
0
 
7
年
に
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
実
施
し
た
「
教
育
課
程
実
施

状
況
調
査
l

で
は
、
「
高
校
生
の
約
7
割
が
漢
文
嫌
い
で
あ
る
」
と
い
う

結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
錐
者
も
、
今
年
度

(
2
0
1
6
年
度
）
本
学

で
「
漢
文
学
」
を
履
修
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
「
漢
文
」
に
対
す
る

意
識
と
学
習
状
況
を
把
握
す
る
た
め
「
漢
字
・
漢
文
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
と
同
様
、

漢
文
を
嫌
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
大
学
で
の
「
漢
文
学
」
の
授
業
に
も
不

安
感
を
抱
く
学
生
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
情
報
化
社
会
の
影
響
下
に
お
い
て
、

漢
字
を
手
書
き
し
た
り
、
紙
媒
体
の
辞
書
で
調
べ
た
り
す
る
機
会
の
減
少

も
含
め
、
漢
字
文
化
そ
の
も
の
に
接
す
る
機
会
が
乏
し
く
な
っ
て
い
た
。

（
結
果
の
詳
し
い
分
析
は
本
論
文

[II
」
で
述
べ
る
）

以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
、
高
等
学
校
と
大
学
の
古
典
学
習
を

繋
げ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
が
有
効
か
論
じ
て
み
た
い
。

③
日
中
共
通
の
漢
文
教
材
の
活
用

本
論
文
で
は
、
古
典
学
習
の
高
大
接
続
の
―
つ
の
手
段
と
し
て
、
中
国

の
「
語
文
」
（
日
本
の
「
国
語
」
に
相
当
す
る
教
科
）
の
教
科
書
と
そ
の

教
師
用
指
導
書
を
参
考
に
し
た
指
導
法
を
検
証
す
る
。
両
国
の
国
語
教
科

書
は
、
漢
文
分
野
に
お
い
て
、
李
白
•
杜
甫
•
白
居
易
等
の
漢
詩
や
『
論

語
』
『
史
記
』
な
ど
多
数
の
共
通
教
材
を
採
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
学
習
内
容
や
指
導
方
法
を
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
教
師
用
指
導
用

も
対
象
と
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、
日
中
両
国
で
は
様
々
な
教
育
改
革
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
基
本
方
針
に
も
多
く
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に

2

0
0
0
以
降
の
主
な
教
育
改
革
を
簡
潔
に
示
し
て
お
き
た
い
。

《
中
国
の
「
課
程
標
準
」
3

と
日
本
の
「
学
習
指
導
要
領
」
の
基
本
方
針

比
較
》

中
国
「
課
程
標
準
」

•
2
0
0
1

年
「
全
日
制
義
務
教

育
語
文
課
程
標
準
（
実
験
稿
）
」

制
定
〈
応
試
教
育
（
知
識
詰
込
み
型
）
〉

か
ら
〈
素
質
教
育
（
自
己
の
資

質
重
視
）
〉
へ
の
転
換

※
附
録
~
《
古
詩
文
背
誦
推
薦
篇
》

(120
篇）

•
「
義
務
教
育
語
文
課
程
標
準
(
2

0
1
1
年
版
）
」
制
定

〈
探
求
式
・
対
話
式
学
習
〉
の

一
層
の
推
進

〈
実
践
重
視
〉
〈
多
読
多
写
〉

※
附
録
~
《
古
詩
文
背
誦
推
廊
篇
》

(135
篇）

日
本
「
学
習
指
導
要
領
」

.
2
 0
0
 
8
i
2
 0
0
 
9

（
平
成

2
0
i
2
1
)
年

改

訂

〈
「
知
識
基
盤
社
会
」
に
お
け
る
生

き
る
力
〉
の
育
成
〈
伝
統
的
言

語
文
化
と
国
語
に
関
す
る
事
項
〉

の
設
置
※
小
学
校
か
ら
漢
文
必
修

.
2
0
1
6
（
平
成
28)
年
8
月

「
次
期
学
習
指
祁
要
領
等
に
向
け

た
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
ま
と
め
」

（
「
中
教
審
・
報
告
」
）
〈
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
）
〉

※
学
習
内
容
は
削
減
し
な
い

こ
の
表
か
ら
、
両
国
の
教
育
基
本
方
針
に
は
、
自
己
の
素
質
を
諄
重
し
、
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①
「
漢
字

・
漠
文
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果
の
分
析

本
学
の

「漢
文
学
」
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
目
的
[
「漠
字
・
漢
文
」
に
対
す
る
意
識
ヽ
及
び
高
等
学
校
ま

で
の
学
習
状
況
の
把
握
。

調
査
対
象
二
武
蔵
野
大
学
「
漠
文
学
」
（
日
本
文
学
文
化
学
科
1
年

必
修
）
第
3
学
期
履
修
者

調
査
時
期
；

2
0
1
6
年
9
月

調
査
人
数
（
回
答
率
）
二

101
人

(93
.
5
%
）

ま
ず
、
出
身
校
に
よ
っ
て
「
漢
文
」
の
授
業
の
実
施
状
況
に
も
差
異
が

あ
る
こ
と
を
想
定
し
、
高
等
学
校
で
の
漢
文
の
履
修
状
況
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
複
数
回
答
）

.
1
年
次
に
学
ん
だ
：
．49
％

I

学
生
の
「
漢
文
」
に
対
す
る
意
識
と
学
習
状
態

学
習
者
の
主
体
的
な
学
習
を
重
視
し
つ
つ
、

自
国
の
伝
統
文
化
の
継
承
を

目
指
す
等
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
基
礎
学
力
を

担
保
す
る
た
め
に
学
習
内
容
は
削
減
し
な
い
点
も
同
様
で
あ
る
。

中
国
で
は

2
0
0
 
0
年
以
降
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
「
課
程
標
準
」
に

依
拠
し
た
教
科
書
が
複
数
の
民
間
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

学
習
内
容
や
指
導
方
法
に
は
、
日
本
の
古
典
教
育
に
も
有
意
義
な
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

学
に
お
け
る
中
国
古
典
教
育
の
導
入
法
に
つ
い
て
提
言
を
試
み
た
い
。

.
2
年
次
に
学
ん
だ
…

6
8
%

.
3
年
次
に
学
ん
だ
…

4
5
%

.
3
年
間
学
ん
だ
…

2
4
%

.
1
年
次
の
み
学
ん
だ
：
・1
5
%

.
2
年
次
の
み
学
ん
だ
…

2
7
%

.
3
年
次
の
み
学
ん
だ
…

8
%
。

・
漢
文
の
授
業
は
な
か
っ
た
：
．

5
％

こ
の
調
査
で
は
、
約
95
％
の
学
生
が
漢
文
の
学
習
を
し
て
い
た
。
こ
れ

は
、
漢
文
分
野
を
含
む
「
国
語
総
合
」
が
高
等
学
校
で
共
通
必
履
修
科
目

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
3
年
間
学
ん
だ
学
生
も
24
％
い
る
。
約

半
数
の
学
生
は
、

2
、
3
年
次
も
「
古
典
B
」
等
を
選
択
履
修
し
て
漠
文

を
学
習
し
て
い
る
よ
う
だ
。

2
年
次
に
漢
文
を
学
習
す
る
ケ
ー
ス
が
最
も

多
い
の
は
、

1
年
次
で
古
文
文
法
を
学
ん
だ
後
、
漢
文
の
学
習
に
入
る
と

い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容
は

《
図
表

O
》
の
と
お
り
で
あ
る
。

「返
り
点
」
を
学
び
、
「
書
き
下
し
文
」
に
し
て
現
代
語
訳
す
る
と
い
う
指

遅
法
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

次
に
、
《
図
表
R
》
で
、
「
国
語
」
の
中
で
最
も
好
き
な
分
野
に
つ
い
て

聞
い
た
結
果
を
示
す
。
「
漢
文
が
好
き
」
な
学
生
は

2
％
し
か
お
ら
ず
漢

文
嫌
い
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
代
文
や
古
文
と
比

較
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
漢
文
も
で
き
れ
ば
好
き
に
な
り
た
い
と
コ
メ
ン

ト
し
た
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
「
漢
文
」
に
対
す
る
印
象
を
尋
ね
た

《
図
表
R
》
で、

「
と
て
も
好
き
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
」
の
合
計
が
約
4
割
と
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具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と

に
興
味

•

関

心
が
あ
る
か
は
概
ね

次
の
よ
う
な
結
果
で

あ
っ
た
。
（
複
数
回

答
可
で
選
択
）

O
H
中
両
国
文

化
・
文
学
・
考
え

方
の
異
同
：

30
人

〇
故
事
成
語
な
ど

の
意
味
：
25
人

0
中
国
文
化
・
文

R中国文化・文学に対する

典味• 感心

い
う
こ
と
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

漢
文
が
好
き
な
理
由
に
つ
い
て
は
、
《
図
表

O
》
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
の
面
白
さ
を
挙
げ
る
学
生
が
最
も
多
か
っ
た
。
注
目
す
べ

き
は
、
「
訓
点
が
あ
れ
ば
読
め
る
か
ら
」
が
そ
の
次
に
多
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
自
由
コ
メ
ン
ト
欄
に
も
、

10
人
程
度
の
学
生
が
、
漢
文
は
難
し
い

が
、
だ
か
ら
こ
そ
訓
点
や
辞
書
を
駆
使
し
て
自
力
で
読
め
た
時
の
喜
び
を

書
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
学
の
講
義
で
は
白
文
が
読
め
る
よ
う
な

指
導
を
期
待
す
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
《
図
表
®
》
「
中
国
文
化

・

文
学
に
対
す
る
興
味
•
関
心
」
の
調

査
結
果
で
も
、
「
と
て
も
あ
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
る
」
と
答
え
た

学
生
が
約
4
割

(40
人
）
い
た
。

(
2
人）、

(
4
人）

学
が
日
本
に
与
え
た
影
響
…
23
人

0
歴
史
的
背
景
や
歴
史
上
の
人
物
…
22
人

0
中
国
の
食
文
化
：
20
人

〇
漢
詩
や
詩
人
・
・
・
19
人

〇
諸
子
百
家
な
ど
の
思
想
：
16
人

0
そ
の
他
…
伝
統
的
な
音
楽

(2
人
）
、
伝
説
・
民
話
な
ど

服
飾
文
化

(
2
人）

し
か
し
、
こ
の
結
果
は
同
時
に
、
日
本
文
化
・
文
学
を
専
攻
す
る
学
生

の
約
6
割

(60
人
）
が
漢
文
を
敬
遠
し
て
い
て
、
中
国
文
化
・
文
学
に
も

興
味

•

関
心
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
な
ぜ
漢
文
が
嫌
い
な
の
か
、
そ
の
主
な
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
（
複
数
回
答
可
で
選
択
）

〇
漢
文
法
（
漢
文
の
句
形
）
が
わ
か
ら
な
い
：

942
人

〇
訓
読
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
：
28
人

0
書
き
下
し
文
が
難
し
い

•
•
•
2
6
人

0
作
品
の
内
容
が
難
し
い
…
18
人

〇
漢
字
が
苦
手
：
18
人

〇
漢
文
に
興
味
が
な
い

・:
27
人

0
そ
の
他
：
授
業
で
内
容
が
わ
か
っ
て
も
結
局
一
人
で
読
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い

(
5
人）

英
語
と
違
っ
て
句
形
を
覚
え
て
も
自
力
で
読
め
な
い

漠
字
を
見
た
だ
け
で
頭
が
痛
く
な
る

(
4
人）

長
す
ぎ
る
と
眠
く
な
る

(
3
人）

歴
史
的
背
景
が
複
雑

(
3
人
）
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漢
文
嫌
い
の
傾
向
に
あ
る
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
漢
文
旬
形
等
の
文
法

学
習
が
嫌
だ
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
自
由
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
訓
点
や
漢
文
旬
形
を
足
見
え
て
も
白
文
が

読
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は

鋭
い
指
摘
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
漠
文
の
授
業
が
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
心
に
残
っ
て
い
る
教
材
作
品
が
皆
無
に
等
し
い
点
も
看
過
で

き
な
い
。
こ
れ
は
、
「
好
き
」
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き
」
と
答
え
た
学

生
も
同
様
で
、
作
品
の
歴
史
的
背
景
や
地
理
的
関
係
の
知
識
は
ほ
ぼ
な
い

に
等
し
か
っ
た
。
結
局
、
学
習
内
容
を
断
片
的
に
し
か
鴬
え
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

②
課
題
の
所
在
と
そ
の
改
善
の
方
法

大
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
知
識
を
繋
げ
て
、
よ
り
確
か
な
知
識

と
し
て
定
着
さ
せ
る
過
程
が
必
要
と
な
る
。

1
年
次
の
「
漢
文
学
」
で
、

中
国
古
典
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
課
題
は
、

2
年
次
以
降
の
中
国
古
典
の
指
導
法
に

も
あ
る
。
筆
者
は
今
年
度

(
2
0
1
6
年
度
）
第
4
学
期
か
ら

3
年
生
を

対
象
と
し
た
和
漢
比
較
文
学
の
講
義
（
「
漢
文
学
中
国
文
学
研
究
I
」
)
を

担
当
す
る
の
だ
が
、
本
章

mの
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え

る
と
、
最
初
か
ら
学
生
に
馴
染
み
の
な
い
両
国
の
古
典
を
比
較
教
材
に
す

る
の
は
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
は
現
在

の
文
学
部
系
の
学
生
全
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
日
中
両
国
共
通
の
古
典
教
材
は
、
比
較
文
学

思
想
は
訳
し
て
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い

(
2
人）

皿
日
中
共
通
の
漢
詩
教
材
を
使
用
し
た
指
導
に
つ
い
て

研
究
の
導
入
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
近
年
の

教
育
改
革
に
お
い
て
は
日
中
間
で
共
通
点
が
多
く
、
古
典
学
習
の
内
容
や

指
導
法
も
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
何
よ
り
も
既
習
の
教
材
作
品
は
漢
文
を

苦
手
と
す
る
者
に
親
し
み
と
安
心
感
を
も
た
ら
し
、
新
た
な
学
問
領
域
に

進
む
際
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
身
が
学
ん
で
き
た
漢
文
教
材
が
、
中

国
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
は
、
興
味
•
関
心
を
喚
起
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
以
下
で
、
古
典
教
材
の
中
で
も
特
に
漢
詩
教
材
を

扱
っ
た
指
導
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
な
ぜ
漢
詩
教
材
に
着
目
す
る
の
か

漢
詩
の
よ
う
な
韻
文
は
、
朗
読
•
暗
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
に
刻

み
込
ま
れ
、
血
肉
化
し
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
度
学
習
し
た
内
容
を

変
更
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
日
本
に
お
い
て
漢
詩
は
、
古
来
、
訓

読
と
い
う
独
特
の
方
法
で
、
原
詩
に
触
れ
な
が
ら
同
時
に
日
本
語
の
文
語

文
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
自
国
の
文
学
の
よ
う
に
愛
誦
し

て
き
た
。
訓
読
し
た
文
語
文
は
、
漢
文
訓
読
体
と
し
て
そ
の
リ
ズ
ム
を
身

体
で
感
じ
な
が
ら
、
詩
情
を
心
に
刻
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
丘
身
体

化
・
内
在
化
ク
と
も
言
え
る
漢
詩
の
受
容
と
そ
の
学
習
法
に
つ
い
て
松
浦

友
久

(
2
0
0
 
2
)
は
、
「
訓
読
漢
詩
は
最
初
に
覚
え
た
読
み
を
替
え
る

の
に
違
和
感
が
大
き
い
」
4

と
述
べ
て
い
る
。

現
行
の
学
習
指
導
要
領
（
平
成

2
0
S
2
1
年
告
示
）
53

で
は
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
「
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
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に
つ
い
て
、
内
容
の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。
」
（
〔
伝
統
的
な
言

語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
ア
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す

る
事
項
）
と
し
、
中
学
校
で
も
「
古
文
や
漢
文
を
音
読
し
て
、
古
典
特
有

の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古
典
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
l

と
し
て
、

音
読
も
重
視
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
小
学
校
で

は
音
読
し
て
リ
ズ
ム
を
感
じ
る
こ
と
が
主
た
る
学
習
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
伝
統
的
に
古
典
詩
の
暗
記
・
暗
誦
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
課

程
標
準

(
2
0
1
1
年
度
版
）
」
で
は
、

9
年
間
の
義
務
教
育
期
間
中
に

背
誦
（
暗
誦
）
を
推
奨
す
る
古
典
詩
と
し
て
、

135
篇
を
リ
ス
ト
化
し
て
掲

げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
中
両
国
に
お
い
て
初
等
教
育
の
段
階
か
ら
、
程
度
の
違
い

は
あ
る
が
、
漢
詩
を
朗
読
•
暗
誦
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
日

本
で
は
原
詩
を
訓
読
で
読
み
、
漠
文
訓
読
調
の
日
本
語
文
を
暗
誦
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
作
品
を
学
習
し
て
も
両
者
間
に
解
釈
や
詩
趣
の

感
じ
方
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
違
い
の
検
証
を
和

漢
比
較
文
学
研
究
の
導
入
に
取
り
入
れ
る
の
で
あ
る
。
既
習
の
漢
詩
が
学

習
者
の
身
体
に
内
在
化
し
て
い
れ
ば
、
比
較
の
対
象
が
自
分
自
身
と
い
う

こ
と
に
な
り
学
習
効
果
も
大
き
い
と
考
え
る
。

②
本
文
に
異
同
の
あ
る
漠
詩
作
品

日
中
両
国
で
親
し
ま
れ
て
い
る
漠
詩
で
も
、
教
科
書
記
載
の
本
文
に
異

同
が
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
中
国
の
小
学

1
年
級
（
日
本
の
小
学
校

1
年
生
に
当
た
る
）
の
「
語
文
」
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
静
夜

思
」
（
李
白
）
を
示
す
。
6

こ
れ
は
、
現
在
、
最
も
採
択
さ
れ
て
い
る
人
民
教
育
出
版
社
の
教
科
瞥

現
在
で
は
、
日
本
の
も
の
が
李
白
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
中
国
の
語

ご
静

白李

炉
夜
sl

思

誓
Shi

是
羹
岱
＾

『
床
丘
{
拉
挙
由
低

林
前
看
月
光
疑
是
地
上
霜

挙
頭
望
山
月
低
頭
思
故
郷

（
※
傍
線
部
が
異
な
る
箇
所
で
あ
る
）

yue guang 

月光，
如 ngs紐 ng

上霜。
ming yue 

明月，
, J) xlting 

故 9。

•
『
明
d
i地
・
『
望
S
i思

挙

多

光

故
床

低

夜

望

静

失

本
文
だ
が
、
そ
の
他
の
主
な
出
版
社
で
あ
る
江
群
教
育
出
版
社
、
北
京
師

範
大
学
出
版
社
の
教
科
書
も
同
様
の
本
文
を
載
せ
て
い
る
。
一
方
、

H
本

で
一
般
に
通
行
し
て
い
る
も
の
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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2
0
1
6
年
11
月
実
施

①
日
中
共
通
の
漢
詩
教
材

現
在
、
中
国
で
最
も
シ
ェ
ア
の
高
い
人
民
教
育
出
版
社
「
語
文
」
の
義

務
教
育
課
程
か
ら
高
中

（
日
本
の
高
等
学
校
に
当
た
る
）
課
程
ま
で
の
教

科
書
に
は

138
篇
の
古
典
詩
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
日
本
と
共
通

し
て
い
る
も
の
は
31
篇
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
日
本
の
教
科
書
の
採
録
頻

度
が
高
く
、
か
つ

一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
、
そ
れ
ら
が
ど

の
程
度
本
学
の
学
生
に
定
着
し
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

《
日
中
共
通
漠
詩
教
材
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
》

N

日
中
共
通
の
定
番
教
材
の
比
較
と
指
導
実
践
へ

の
活
用

文教科書のものは、消朝以降に見える素性不明の作であること

は確定していると言ってよい。7しかし、教師用指導書で参照

されている「唐詩鑑賞辞典」（上海辞書出版社1983年）も、

「明月光」・「明月」としており、日中間で全く異なる状況と

なっている。

築者は、2013年度に本学の「漢文学研究I」(2年次選

択科目）を担当したが、その時に履修していた中国人留学生が

「静夜思」の異同に気付き、大変驚いていた。小学生の頃から

親しんでいるので「山月」とするのに抵抗はあるが、今まで正

しいと思い込んでいたことが、実はそうではないことがわかっ

てよかったと言っていた。このような気付き積み重ねが大切だ

と考える。

② 逗湛 鸞A 2ず春 古中看夜静 部ヽ漢
白句 ③一 暁 B 1る 詩

＜＾  中小＾
①①  -、思

＾ ~ 江 B 3 5春 中小 ＾ 括
固碧名 ②②①  眠 3 5 林前 弧,~ 国小暁 ①①  内

総 6を
国小塁月

は
⑦③梵 総 6 冒

B鳥 古中え ⑧①  頭

6 25 

゜
た雷

~ ← 人→ ~ 

し

10 23 3 るえよ

因i
19 24 6 ていだ

い覚ぇ い
るた

17 14 16 いな覚え あま

いてり

16 6 18 なえ全
いて覚く
Vヽ

33 ， 59 いや
なつ
いて

《
日
中
共
通
漢
詩
教
材
定
着
度

一
覧
表
》

調
査
対
象
こ
漢
文
学
履
修
者
回
答
者
数
（
率
）
は
皿
人

(
9
8
%
）

※
教
材
作
品
に
は
、
採
録
さ
れ
て
い
る
校
種
・
科
目
と
採
録
し
て
い
る

発
行
者
数
を
記
し
た
。

（
例
小

5
①
i

小
学
校
5
年
生
の
教
科
書
1
社
で
採
録
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
。）

※
漢
詩
は
、
「
語
文
」
教
科
書
で
学
習
す
る
順
に
配
列
し
た
。
（
最
初
の

二
重
傍
線
（
「
竹
里
館
」
ま
で
）
が
小
学
課
程
、
次
の
傍
線
部
（
「
月

下
独
酌
」
ま
で
）
が
中
学
課
程
、
そ
れ
以
降
は
高
中
8

課
程
）

※
調
査
対
象
者
に
は
、
各
漢
詩
に
対
し
て
最
も
当
て
は
ま
る
項
目
に

O

印
を
付
け
て
も
ら
っ
た
。
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